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国国国国国国土土土土土土交交交交交交通通通通通通大大大大大大臣臣臣臣臣臣賞賞賞賞賞賞      
「「「「「「事事事事事事業業業業業業所所所所所所・・・・・・地地地地地地方方方方方方公公公公公公共共共共共共団団団団団団体体体体体体等等等等等等」」」」」」分分分分分分野野野野野野      

受賞者名 

鹿鹿島島建建設設株株式式会会社社  関関西西支支店店  JJCCRR フファァーーママ神神戸戸工工事事事事務務所所  

取組の実践場所 

兵兵庫庫県県神神戸戸市市西西区区  

受賞テーマ 

設設計計段段階階かかららののフフロロンントトロローーデディィンンググとと現現場場ででのの取取組組みみにによよるる３３ＲＲ活活動動  

 

 受賞者の工事は、設計施工の利点を生かして、現場担当者が設計段階から参画し、合理化や廃棄物削減を企図した

つくり込みを行った。また、現場での施工においても環境負荷の低減のために様々な取り組みを行った。 

 

【主な取り組み】 

＜リデュース＞ 

1．残土発生量のシミュレーションでの最適な設計ＧＬ（グランドライ

ン）と施工地盤高さの設定による、建設残土処分量の削減（2,764㎥） 

 

2．1階スラブへのファブデッキ（捨型枠付版状立体溶接鉄筋）採用によ

る、木製型枠材の使用量の削減。（2,748㎡） 

 

3．バルコニーの PCa（プレキャスト）化による、木製型枠材の使用量と

生コン車の搬入台数の削減。（1,086㎡、30台） 

 

4．垂れ壁のサイト PCa化による、木製型枠材の使用量の削減。（590㎡） 

 

＜リユース＞ 

1．掘削土を場内仮置きし、埋戻し土として再利用。（4,140㎥） 

 

＜リサイクル＞ 

1．杭工事の施工に伴い発生した建設汚泥を全数埋戻し土に再利用。

（1,288㎥） 

 

2．ゼロエミッション活動の推進 

現場内に設置した「ゼロエミステーション」に「なぜ廃棄物を分別す

るのか？」について意義を掲示することによって作業員の意識を高めて

いる。 

また、はてなカートを設置し、分別が分からないものは一旦このボッ

クスに入れ、処理業者に分別の判断を依頼し、分別方法を作業員に 

フィードバックして分別精度の向上を図った。 

職長会に「環境委員会」を設置し、産廃の分別活動を徹底して混合廃棄物の発生抑制に努めた。 

（分別品目－コンクリートガラ、木くず、廃プラスチック、ガラス陶磁器くず、石膏ボード、鉄くず、電線くず） 

 

＜その他＞ 

1．リース機械（発電機・フォークリフト、高所作業車）への低炭素燃料（GTL）の使用による CO2の排出量抑制 

 
 
 
 

 

バルコニー・垂れ壁 PCa化 

 

ゼロエミステーション 

令和 4 年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰




